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こ
れ
ま
で
、
市
民
参
画
は
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
か
、
本
当
に
市
民
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
の
か
。

■
市
の
考
え
方

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
計
画
づ
く
り
な
ど
で

は
、市
政
へ
の
市
民
参
画
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
参
画
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
行
政
が
市
民
参
画
に
関
す
る
基
本
的

考
え
方
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
、
そ
の
も

と
に
進
め
て
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
市
民
参
画
に
関
す
る
共
通
理
解

を
図
る
も
の
と
し
て
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
っ
た
市
民

の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
市
政

に
反
映
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、
違
い
を
認

め
た
う
え
で
、
協
議
を
重
ね
、
共
通
の
課
題
を

解
決
す
る
方
法
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
が
公
開
さ
れ
、
公

正
な
ル
ー
ル
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の

意
見
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
て
も
、
結
論
に
対

し
て
納
得
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
参
画
条
例
に
盛
込
み
た
い
事

項
を
ま
と
め
た
条
例
要
綱
（
案
）
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
に
シ
リ
ー
ズ
で
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
４
回
目
で
す
。
市
民
参
画
を
お

考
え
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
・
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課
（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
２―

８
１
４
４
）

意
見
そ
の

シ
リ
ー
ズ
「
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
め
ざ
し
て
」

４

市
民
参
画
条
例
要
綱
（
案
）
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

８

市民参画フォーラム
～みんなで支える豊かな公共～

市民参画

　直面する諸課題に対応し、安心・安全で住みやすい倉吉市を創造するためには、人ひとりでは実現・解決でき

ない社会的事業・サービスが、多様な主体と手法で豊かに提供されることが求められます。

　そのためには、市民も行政も共に公共を担うという考え方が大切であり、このような市民参画・協働の意義・

必要性を理解していただくためフォーラムを開催します。

開催日時　８月２７日（日）１３：３０～１６：００

会　　場　倉吉未来中心セミナールーム３

対　　象　市民

参 加  費　無料　

内　　容

　◇オープニング（１３：３０～１３：４０）

　◇事例発表（１３：４０～１４：００）

　　　事例「高城地区有償ボランティア輸送について」

　　　発表者　特定非営利活動法人たかしろ

　◇基調講演（１４：００～１４：５０）

　　　テーマ『市民自治を理念に「新しい公共」を』

　　　講師　千葉県我孫子市　福嶋浩彦市長

　◇鼎談（ていだん）（１５：００～１６：００）

　　　テーマ「みんなで支える豊かな公共」

　　　鼎談者　・我孫子市長 福嶋浩彦さん

　　　　　　　・鳥取短期大学教授 野津伸治さん

　　　　　　　・長谷川稔倉吉市長

※問合せ先：市民参画課（あ 22-8159/い 22-8144）

福嶋浩彦 我孫子市長
プロフィール
　1956 年鳥取県生まれ。83年 

我
あ び こ

孫子市議会議員。

95年 38歳で我孫子市長に当

選。現在３期目。

　市の補助金の市民審査、市

職員採用での民間試験委員、常設型市民投票条例、コ

ミュニティビジネスの育成、市民債による自然環境の

保全など、市民自治を理念とするまちづくりを進めて

いる。04 年に「ＮＰＯとの協働を実りあるものにす

るための７つの原則」を発表。

　2002年全国青年市長会会長、現在は同顧問。03年

から福祉自治体ユニット代表幹事。ほかにローカル・

マニフェスト推進首長連盟監事などを務める。

　７月26日（水）、鳥取市の県
営布勢野球場で「第88回全国高
校野球選手権鳥取大会」の決勝
戦が倉吉北高と倉吉東高の倉
吉同志の対戦となり、倉吉北高
が10対４で倉吉東高を破り、４
年ぶり６度目の夏の甲子園出
場を手にしました。

おめでとう！！
倉吉北高
甲子園出場
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平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
、
鳥
取
県
内
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
エ
リ
ア
は
県
庁
所
在
地
か
ら
段
階
的
に
拡
大
さ
れ
、
倉
吉
市
内
は
、
平
成

19
年
度
中
に
放
送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴
世
帯
で
、
デ

ジ
タ
ル
コ
ー
ス
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
10
月
１
日
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
が
可

能
で
す
）

10
月
１
日
、
鳥
取
県
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

倉
吉
市
内
は
平
成
19
年
度
中
に
開
始
!!

平成２３年７月２４日には、地上アナログ放送は終了し、デジタル放送に完全移行

その後のアナログ受信機でのテレビ視聴ができなくなります

視聴手段 倉吉市内での放送開始時期／受信方法

自宅または、集合

住宅に設置された

テレビアンテナで

受信する場合

○放送開始時期：平成１９年度中

ＵＨＦアンテナと専用の地上デジタル対応テレビか
チューナーが必要です。
※ＵＨＦアンテナは、市内で山陰テレビ・山陰中央
テレビを受信されている場合に立てられています。

※通常はそのまま受信できますが、地域によっては
アンテナの向きを変更

ケーブルテレビで

視聴する場合

○放送開始時期：平成１８年１０月１日

デジタルコースへの加入が必要です。
※アナログコースではデジタル放送の視聴はできま
せん。（アナログコースは平成 23 年７月 24 日で
終了します）

※問合せ先：日本海ケーブルネットワーク㈱（あ 26-6131）

地上デジタルに対
応した携帯電話・
カーナビなどの移
動通信機器で受信
する場合

○放送開始時期：平成１９年度中
※鳥取市（平成 18年10月１日より）などすでに放送が
開始されているエリアに移動された際には受信でき
ます。

受信方法はそれぞれの機器説明書をご覧ください。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　あ 0570－07－0101（平日 9：00～21：00　土日・祝日　9：00～18：00）
中国総合通信局
　http://www.cbt.go.jp/digital/index.html
地上デジタル放送推進協会
　http://www.d-pa.org/

福　祉

上井公民館・児童センター完成

地域の交流拠点に
　７月22日（土）、倉吉市上井公民館・児童センター

の竣工式が大平町で行われました。

　両施設は、倉吉駅周辺まちづくり整備事業によっ

て、移転新築により合築されたもので、この日は地

域住民をはじめ、約１５０人が完成を祝って集まり

ました。

　竣工式で長谷川市長は、「公民館は趣味やサークル

活動など、コミュニティ活動が活発になり、児童セ

ンターは公民館とのネットワーク相乗効果で、次世

代教育支援の飛躍を期待しています」とあいさつしま

した。

＜施設概要＞

　木造一部鉄骨造　２階建

　延床面積：約１, ３００㎡

　公民館　１階　和室２、大会議室

　　　　　２階　会議室、視聴覚室

　児童センター

　１階　幼児支援室、静養室、プレイルーム

　２階　学童支援室、児童支援室
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第
19
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
倉
吉
市
実
行
委
員
会
で

は
、
ス
ポ
レ
ク
鳥
取
２
０
０
６
に
よ
り

多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く
た

め
、
期
間
中
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。

【
開
催
期
間
】10
月
21
日（
土
）〜
24
日
（
火
）

【
開
催
種
目
お
よ
び
会
場
】年
齢
別
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
…
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
倉
吉
プ
ラ
ザ
ボ
ウ

ル【業
務
内
容
お
よ
び
募
集
人
数
】

①
防
災
警
備
・
交
流
・
競
技
式
典
・
会
場
・

輸
送
・
駐
車
場
な
ど
の
運
営
…
若
干
人

②
広
報
記
録
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
お
よ

び
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
）

・
カ
メ
ラ
…
４
人
（
各
種
目
２
人
）

・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
…
４
人
（
各
種
目
２

人
）

※
祭
典
開
催
期
間
の
１
日
に
必
要
な
人

数
で
す
。

（
注
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
お
よ
び
デ
ジ

タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、
持
参
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
支
給
物
品
な
ど
】

　

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
昼
食
弁
当

を
支
給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

※
広
報
記
録
に
は
、
必
要
な
消
耗
品
を

支
給
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
る
高
校

生
以
上
の
人
で
、
期
間
中
２
日
以
上
参

加
で
き
る
人

【
申
込
方
法
】

　

官
製
ハ
ガ
キ（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
可
）

に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
と
明
記
し
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
業
務
内
容

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
サ
イ

ズ（
Ｍ
・
Ｌ
・
LL
）を
記
入
し
応
募
く
だ

さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
ほ
か
の
業
務

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
①
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
第
３
希

望
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

８
月
21
日（
月
）
当
日
消
印
有
効

※
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
推
進
室

〒
６
８
２-

０
８
２
２　

倉
吉
市
葵
町

５
９
１-

１　

（
あ
２
２-

８
１
６
７
／
い

２
２-

５
６
８
４
）

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 　

鳥
取
の
知
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
活
動
通
信

に
、「
人
の
心
を
つ
か
む
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私

も
丁
度
、
対
話
集
会
が
続
く
中
で
あ
り
、
誰
も
悩

ん
で
い
る
の
だ
と
受
け
と
め
ま
し
た
。

　

市
民
の
中
に
あ
る
多
様
で
、
時
と
し
て
意
見
が

対
立
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
対
話
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
相
手
の
方
が
な
ぜ
そ
う
思
わ
れ
る
の
か
、

こ
ち
ら
か
ら
は
そ
こ
に
響
く
言
葉
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
対
話
で
大
事
な
の
が
集
会
の
も
ち
方
で
す
。

何
よ
り
、
日
程
の
中
で
も
対
話
集
会
を
最
優
先
し

て
市
長
が
出
席
す
る
よ
う
に
し
、
ま
た
途
中
で
退

席
す
る
よ
う
な
出
方
は
し
な
い
こ
と
。

　

出
席
者
が
大
勢
の
会
で
は
、
雰
囲
気
に
お
さ
れ

そ
う
に
な
る
が
、
話
し
合
う
と
き
は
一
対
一
で
あ

る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
こ
の
参
加
者
一
人
と

市
長
と
の
討
論
を
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
全
員
が

じ
っ
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
。
同
時
に
、
双
方
の

意
見
、
説
明
を
比
較
し
て
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
誠
心
誠
意
、
熱
意
を
込
め
て
話
し
て

い
け
ば
、
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
で
き
る
だ
け
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、
こ

ち
ら
の
生
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
必
ず
、
後
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
が
、
相
手
側

に
伝
わ
る
時
、
信
頼
を
得
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
多
様
な
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
に
は
、

人
望
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
つ
と
ま
り
ま
せ
ん
。

人
望
の
あ
る
人
と
は
、
話
せ
ば
わ
か
る
人
で
す
。

住
民
の
声
を
で
き
る
限
り
聞
き
、
反
映
さ
せ
て
い

く
取
り
組
み
を
一
緒
に
は
じ
め
ま
し
ょ
う
、
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
時
が
必
ず
来
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

№６

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

時
期
純
熟

　
　
　
　

倉
吉
市
長　

長
谷
川　

稔　

　7月9日（日）～23日（日）に、倉
吉未来中心アートギャラリー
で、第２回日本板画院山陰支部
展が開催されました。
　この展覧会は、昭和27（1952）
年版画家棟方志功さんらが創設
された日本板画院主催の第 56
回板院展が東京都美術館で開催
され、山陰支部会員から 16 人
の作品が入選し、中でも倉吉市
在住の 3人が入賞し全国から注
目を集めました。
　これらの木版画の力作など、
版表現の可能性を追求する個性
豊かな作品が展示されました。

第２回

日本板画院山陰支部展

▲板院展に入賞された３人、右から

亘
わたり

 弘子さん（井手畑）、桑田幸人さ

ん（秋喜）、田中達
たつお

郎さん（明治町）
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ア
イ
ヌ
民
族
の
復
権
、
ア
イ
ヌ
文
化
伝

承
に
尽
力
さ
れ
た
民
族
初
の
国
会
議
員 

萱
野 

茂
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ク
コ
ロ
ウ
タ
リ
、
コ
ロ
イ
ラ
ウ
ェ
、

シ
ペ
ッ
デ
ッ
パ
ク
ノ
、
ク
ネ
プ
キ
ル
ス
イ

ナ（
民
族
の
願
い
で
あ
る
新
法
制
定
に
向

け
て
力
を
注
ぎ
ま
す
）」

　

国
会
史
に
残
る
ア
イ
ヌ
語
で
の
萱
野
さ

ん
の
質
問
は
、
日
本
語
と
外
国
語
の
ほ
か

に
先
住
民
族
語
の
ア
イ
ヌ
語
が
あ
る
こ
と

を
、
全
国
の
人
々
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

　

百
年
近
く
続
い
た「
旧
土
人
保
護
法
」

が
、
１
９
９
７
年
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
審
議
の
過
程
で
の
萱
野
さ
ん
の
質
問

も
、
衝
撃
的
で
し
た
。「
旧
土
人
と
は
だ
れ

の
こ
と
か
。
ア
イ
ヌ
の
こ
と
で
あ
り
、
私

の
こ
と
か
」と
。

　

倉
吉
市
が
、「
ア
イ
ヌ
民
族
の
復
権
」を
、

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画
」

の
中
に
位
置
づ
け
た
の
は
、
１
９
９
６
年

の
こ
と
で
す
。

　

共
生
社
会
を
実
現
す
る
上
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
多
文
化
・
異
文
化
理
解

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
理
解
す
る
対
象
と
し
て
の
文
化

は
、
ど
ん
な
人
々
の
文
化
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
鳥
取
県
内
に
は
約
60
カ
国
、
５
，

０
０
０
人
程
の
在
住
外
国
人
が
、
生
活
し

て
い
ま
す
。「
内
な
る
国
際
化
」
の
視
点
か

ら
も
、
外
国
人
の
文
化
理
解
や
人
権
保
障

は
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、在
住
外
国
人
を
抜
き
に
し
た
ら
、

日
本
は
同
一
の
均
一
的
な
国
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
こ
と
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
の
が
、ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
の
視
点
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
は
、
自
分
た
ち
以
外
の

人
々
を「
シ
ャ
モ
」と
呼
び
ま
す
。
ま
た
沖

縄
の
人
は
、「
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
」
と
言
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
明
治
に
な
っ
て
か

ら
、
本
格
的
に
日
本
の
範
囲
に
組
み
こ
ま

れ
ま
し
た
。
歴
史
も
文
化
も
、
違
う
歩
み

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
大
臣
や
政

治
家
の
変
わ
ら
ぬ「
単
一
民
族
国
家
」論
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
理
解

は
、
入
り
口
の
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
た
ま
ま

で
す
。

　

明
治
期
に
入
り
、
鳥
取
か
ら
も
多
く
の

人
が
北
海
道
に
移
住
し
、
慣
れ
ぬ
厳
寒
の

地
で
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
望
郷
へ
の
強
い
思
い
は
、
鳥

取
の
郷
土
芸
能
を
移
住
地
に
定
着
さ
せ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
鳥
取
の
人
々
の
苦
労
が
、

ア
イ
ヌ
民
族
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た

か
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
、「
未
開
」
の
地
で
な

く
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
圏
だ
っ
た
の
で
す
。

　

釧
路
は
、
鳥
取
か
ら
の
入
植
者
が
多
い

地
で
す
。
入
植
者
の
増
加
は
、
ア
イ
ヌ
が

居
住
し
て
い
て
は
街
の
発
展
の
邪
魔
と

考
え
ら
れ
、
ア
イ
ヌ
集
落
27
戸
が
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
原
野
に
強
制
的
に
移

住
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
各
地
で
見
ら
れ
た

の
で
す
。

　

「
旧
土
人
保
護
法
」は
、
ア
イ
ヌ
の
土
地

を
奪
い
、
慣
れ
ぬ
農
業
を
強
い
、
民
族
の

名
前
や
言
葉
を
否
定
し
、「
日
本
人
化
」（
同

化
）を
押
し
進
め
ま
し
た
。

　

文
化
を「
す
ば
ら
し
さ
」
だ
け
で
な
く
、

「
奪
わ
れ
た
側
面
」か
ら
も
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

上
灘
小
学
校
で
は
、
昨
年
か
ら
北
海
道

の
由
仁
小
学
校
と
交
流
を
始
め
て
い
ま

す
。
同
地
区
に
入
植
し
た
指
導
者
が
、
上

灘
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
縁
と

な
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

交
流
で
大
事
な
こ
と
は
、
お
互
い
の
学

校
・
地
域
を
知
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化
を

学
ぼ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の
教
科
書
に
は
、
以
前
に
比

べ
ア
イ
ヌ
民
族
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
交
流
で
、
よ
り
深
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ア
イ
ヌ
文
化
を
通
し
て
多
文
化
を
考
え
る

　

日
本
の
先
住
民
族
に
関
す
る
歴
史
や
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
に

あ
ま
り
理
解
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

鳥
取
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
の

つ
な
が
り

い
く
つ
も
の
島
を
も
っ
た

日
本

人
権
絵
本
４
作
目
完
成

「
く
わ
が
た
と
り
の
ひ
み
つ
の
木
」

　

作
品
は
教
育

機
関
・
各
公
民

館
・
図
書
館
な

ど
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

倉
吉
の
子
ど
も
た
ち
の

動
き

（出典：鳥取 NOW56 号北海道移住物語）




